
第５学年 国語科学習指導案 

日 時 平成2１年１０月１６日（金）５校時 
児 童 ５学年 １７名 女１３名 計３０名 

指導者 教 諭  松高 茂子 

 

 

 

 

１ 単元名   目的に応じた伝え方を考えよう  （光村５年下） 

 教材名   「ニュース番組作りの現場から」 

       「工夫して発信しよう」 

２ 単元について 

（１）単元の位置づけ 

   【低学年の説明文】 順序を追って、正確に読む。 

       ↓ 

   【中学年の説明文】 目的に応じ、内容の中心をとらえたり段落相互の関係を考えたりしながら読む。 

             「『かむ』ことの力」・「アップとルーズで伝える」 

             ・段落と段落がつながって、さらに大きなまとまりを作る。 

             ・文章全体は、大きな意味のまとまりをいくつか組み立てたものである。 

   【高学年の説明文】 「サクラソウとトラマルハナバチ」「ニュース番組作りの現場から」 

             ・筆者の主張は、文章の中に内包されていること。 

             ・要旨をとらえ、自分の考えをもつ。  

（２）教材について 

   第５学年及び第６学年の説明的文章の読解力として、最も身に付けさせたいことは、「目的に応じて、文章の

内容を的確に押さえて要旨をとらえたり、事実と感想、意見などとの関係を押さえ、自分の考えを明確にしなが

ら読んだりすること。」である。 

本教材は、ニュース番組の特集の作り方を追って、ニュースが人々に伝えられるまでをまとめた説明的文章で

あり、文章構成は「話題提示」→「番組作りの過程」→「まとめ」となっている。特に番組作りの過程は、時間

に沿って、報道スタッフの役割や情報収集、編集会議のあり方、伝えたい内容の絞り込み等がわかりやすく整理

され、論理的に展開されている。従って、ニュース番組の作り方に関する情報提供としてだけでなく、時系列に

沿って大事な事柄に注意して読み取る文章としても適している。また、この教材は番組の作り方だけでなく、ニ

ュースを作る人々の思いや願いも読み取ることができる。そしてここで学習した内容が、第二教材「工夫して発

信しよう」の情報を発信していく活動につながっていくことになる。 

（３）児童について 

   児童は、「サクラソウとトラマルハナバチ」で段落ごとに書かれている内容を読み取り、全体の文章構成をとら

えながら要旨をまとめる学習をしてきた。一人学びでは、各段落のキーワードや中心文などを見つけ、それらを

手がかりに要点をまとめる学習を進めてきたが、課題を解決するための手がかりとなる言葉を探したり、段落ど

うしのつながりを考えながら読んだりする力については、個人差が大きい。また、学び合いで自分の考えの根拠

をあげて発表したりする力は、まだ十分に育っているとはいえない。 

 ＮＲＴの結果を見ると「読むこと」の領域は全国平均並で他に比べて大きく落ちていることはないが、接続語

やまとまりに注意して文章を読む力については十分ではない。また指示語の指し示している内容を理解できない

誤りも多かった。授業中は、与えられた視点について考えようとする児童は多く、発表しようという意欲のある

児童も増えてきている。 

（４）指導について 

   本単元では、「ニュース番組作りの現場から」に書かれた内容が、その後の「工夫して発信しよう」の活動の

ためのマニュアルにもなっていることから、実際に児童が情報発信する活動をすることを目的として意識づけた

い。また、児童が情報発信のための言語活動を活発に展開できるようにするために、番組作りの過程や番組を作

るうえでの大切なポイント・工夫、さらには報道やスタッフの協力や願いなども読み取らせたい。そのためにも

読み取りを確実なものにするために、読みの視点を明確にし、ポイントとなる言葉に着目させたり、書く活動を

取り入れたりしながら学習を進めていく。 

本研究に関しては、単元全体や本時で身につけたい力を明らかにしながら授業を展開していく。また、初発の

付けたい読解力 Ａ 文章の内容を的確におさえながら要旨をとらえる力 

        Ｂ 事実と筆者の考えを読み分ける力 

        Ｃ 目的や意図に応じて、書く事柄を収集し、整理して書く力 

 



感想や教科書へのサイドライン、ワークシートに書く活動や要点をまとめて書く活動を通して確かに読み取る力

をつけていきたい。 

 

３ 単元の目標 

（１）ニュースを探して伝えることに関心をもち、伝え方や内容を工夫しようとする。 

 （関心・意欲・態度） 

（２）目的や相手を意識し、書く必要のある事柄を整理して書くことができる。    （書くこと イ） 

   集めた材料を、目的に合わせて整理し、効果的に配列しながら書くことができる。（書くこと エ） 

（３）番組作りの大切な点を的確に押さえながら、報道スタッフの願いなどを読み取ることができる。 

（読むこと ゥ） 

   自分たちが番組を作るために必要な事柄を時間の順序に従って段落ごとに読み取ることができる。 

                                       （読むこと ォ） 

（４）文章中のキーワードや重要語句について辞書を利用して意味や使い方を調べることができる。 

                                       （言語事項） 

４ 単元の指導計画（時間） 
〈一次 つかむ〉  １     ・テレビのニュース番組を見た経験を話し合い、教材文を読んで感想をもつ。 

〈二次 見通す〉 ２・３   ・おおまかな文章構成をつかみ、学習の見通しをもつ。      

４     ・学習計画を立てる。 

〈三次 深める〉 ５     ・「特集」を作るきっかけや願いを読み取ることができる。 

         ６～１０  ・事例をもとに、番組作りの各過程での大切な点や工夫している点を読み取る。 

         （９ 本時） 

〈四次 まとめる〉１１    ・文章全体の要旨をまとめる。 

〈五次 広げる〉 １２～１４ ・伝えたいことの中心を考えて、取材、編集、原稿作成をする。 

         １５     ・情報を発信し、受信しあう。 

１６     ・感想を交流しあう。       

５ 本時の指導 

（１）目 標 編集や原稿を書く過程での工夫や大事なことを読み取ることができる。 

 

 

 

（２）展 開 

 

 

 

 

 

 

 学習活動（○主発問 ・学習内容） 指導上の留意点・（評価方法） 

つ 

か 

む 

５ 

分 

１学習課題を確認し、見通しをもつ。  

・前時までの学習を想起させながら課題を提示する。 

                         

（観察） 

見

通

す

５ 

分 

２学習場面を音読する。（形式段落⑨⑩） 

  （指名読み） 

３問題解決の見通しをもつ。 

 ○どんなことに着目して読んでいけばいいです

か。 

  

 

 

 

○読みの視点を与え、課題解決の見通しを持たせる。 

・誰が、何をするのか。（主語・述語） 

・仕事を表す言葉 

・大事なこと、工夫していること       （観察） 

本時でつけたい読解力 

Ａ 編集や原稿を書く過程での大事なことを読み取り、形式段落の要点をまとめる力。 

編集や原稿を書くときに大事なことを 

まとめよう。 

 



ふ 

か 

め 

る 

25 

分 

 

４読みの視点にそって読み取る。（一人学び） 

・課題の答えとなる箇所にサイドラインを引く。  

○編集するときや原稿を書くときに大事なこと

は何でしょう。分かるところにサイドライン

を引きましょう。 

  

５それぞれの過程の大事なことについて読み深め

る。            （学び合い） 

・⑨編集、⑩原稿書きについてサイドラインを

引いたところを出し合う。 

  

 

   

 

 

 

・主語、述語については全体で確かめる。 

・仕事を表す言葉や大事なことは「工夫」であることに着目

させたい。 

（教科書・観察） 

 

○話し合いの交流では、サイドラインを引いた根拠を述べな

がら話し合わせ、自分の考えと友達の考えを比べさせる。 

・編集では単に短くまとめるのではなく、報道スタッフが目

的や願いを持っていることもとらえさせたい。 

・原稿書きでは、一文が長い例文を聞き、その印象を発表し

合い、工夫することのよさを実感させたい。 

                  （発言、観察） 

ま 

と 

め 

る 

10 

分 

６課題についてまとめる。 

 ・課題にそって各自でまとめる。 

 ○「編集するときに大事なことは」「原稿を書く

ときに大事なことは」という書き出しで課題

のまとめを書きましょう。 

 

７まとめの音読をする。 

８次時の学習内容を知る。 

 

 

・板書したことをもとに、過程ごとにまとめさせる。 

                 （ワークシート） 

 

 

 

・⑪放送について学習していくことを確かめる。 

（３）具体の評価規準 

（４）板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 十分満足できる B 概ね満足できる C 努力を要する児童への支援 

編集や原稿を書く過程での大事なこ

とを例なども加えてまとめている。 

（段落の要点をまとめている 

編集や原稿を書く過程での大事な

ことをおさえて書いている。 

 大事なことやその具体的な例に着

目させる。 

 
 
 
 

ニ
ュ
ー
ス
番
組
作
り
の
現
場
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 

清
水 

健
宇 

  

編
集
や
原
稿
を
書
く
と
き
に
大
事
な
こ
と
を
ま
と
め
よ
う 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

⑨
編
集 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

さ
つ
え
い
し
た
も
の
を
短
く
す
る 

 
 
 

大
事
な
こ
と 

 

答
え
が
分
か
る
よ
う
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

疑
問
、
伝
え
た
い
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑩
原
稿
書
き 

 

 
 
 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

 

放
送
用
原
稿
を
書
く 

 
 
 

大
事
な
こ
と 

 

耳
で
聞
い
て
分
か
り
や
す
い
よ
う
に 

・
結
論
→
理
由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
一
文
を
短
く
（
主
・
述
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひ
と
目
で
分
か
る
よ
う
に 

・
地
図
や
表 

 

 
 

 

 

 

⑨
編
集
す
る
と
き
に
大
事
な
こ
と
は
、
疑
問
の
答
え
が
分
か
る
よ
う
に 

 

す
る
こ
と
。 

⑩
原
稿
を
書
く
と
き
に
大
事
な
こ
と
は
、
耳
で
聞
い
て
分
か
り
や
す
い
よ

う
に
工
夫
す
る
こ
と
。
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
。 

誰
が
、
何
を
す
る
の
か 

 

仕
事 

 

大
事
な
こ
と
、
工
夫 



一 
 

教
材
分
析
表 

ニ
ュ
ー
ス
作
り
の
現
場
か
ら
」 

 

二 

日
常
の
学
校
生
活
に
お
け
る
言
語
活
動 

① 

物
語
や
詩
を
読
み
、
感
想
を
交
流
し
合
う
こ
と
。 

② 

「
は
じ
め
、
中
、
終
わ
り
、
自
分
の
考
え
」
と
い
う
、
文
章
構
成
を
使
っ
て
文
章
を
書
く
こ
と
。 

③ 

筆
者
の
考
え
に
対
す
る
自
分
の
意
見
を
も
ち
、
話
す
こ
と
。 

 

３ ２ 
 

１ 意
味 

段
落 

⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 

形
式 

段
落 

出
発
点 

取
材
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
選
ぶ 

願
い 

最
も
伝
え
た
か
っ

た
こ
と 
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原
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工
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二
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前 

編
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つ
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い 

 

工
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タ
ッ
フ 

中
心 

八
日
前 

活
動
中
の
火
山 

訓
練
の
大
切
さ 

 

分
か
り
ま
し
た 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

取
材 

正
確
さ 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
会

議 二
つ
の
疑
問 

十
六
日
前 

デ
ス
ク 

多
く
の
人
の
関
心

を
よ
ぶ
話
題 

特
集 

 

ニ
ュ
ー
ス
番
組 

特
集 

過
程 

キ
ー
ワ
ー
ド 

報
道
ス
タ
ッ
フ
は
、
見
て
い
る
人
に
伝
え
る
ね

う
ち
が
あ
る
と
思
う
こ
と
を
選
び
、
ま
た
、
知

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
、
ニ
ュ
ー

ス
番
組
を
作
っ
て
い
る
。 

取
材
を
重
ね
て
き
て
最
も
伝
え
た
か
っ
た
こ
と

が
放
送
さ
れ
た
。 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、
全
体
の
構
成
に
合
わ
せ
て

文
章
の
書
き
方
を
工
夫
し
て
放
送
用
原
稿
を
書

く
。 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、
二
つ
の
疑
問
の
答
え
が
分

か
る
よ
う
に
編
集
す
る
。 

さ
つ
え
い
で
は
、
目
で
見
て
分
か
る
よ
う
に
工

夫
を
こ
ら
す
。 

八
日
前
、
ス
タ
ッ
フ
は
取
材
結
果
を
も
と
に
、

再
び
会
議
を
開
き
、
ど
う
い
う
内
容
を
中
心
に

伝
え
る
か
を
確
か
め
た
。 

富
士
山
が
活
動
中
の
火
山
で
あ
る
こ
と
や
他
の

地
域
か
ら
訓
練
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
こ
と
か

ら
、
噴
火
に
備
え
た
訓
練
を
す
る
こ
と
に
し
た
。 

こ
こ
ま
で
の
取
材
で
、
地
元
の
住
民
が
噴
火
に

備
え
た
訓
練
に
積
極
的
で
な
く
、
県
の
人
た
ち

も
訓
練
に
ふ
み
切
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
取
材
を
し
、
だ
れ
に
聞
い
た

話
で
も
、
正
確
か
ど
う
か
確
か
め
る
。 

十
六
日
前
、
デ
ス
ク
は
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と
３
人
で
会
議
を
開
き
、
訓
練
に

つ
い
て
二
つ
の
疑
問
を
中
心
に
取
材
す
る
こ
と

を
決
め
た
。 

デ
ス
ク
は
、
初
め
て
行
わ
れ
る
富
士
山
で
の
ひ

な
ん
訓
練
が
多
く
の
人
の
関
心
を
よ
ぶ
話
題
だ

と
考
え
、
特
集
と
し
て
伝
え
る
こ
と
に
し
た
。 

ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
、
防
災
訓
練
が
特
集
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
ま
で
の
過
程
を
見
て
み
よ

う
。 

要
点 

や
が
て 

そ
の
中
か
ら 

ま
た 

～
い
る
の
で
す 

（
報

道
） 

そ
れ
は 

し
か
し 

～
ま
せ
ん
（
キ
ャ
ス
タ

ー
） 

同
時
に 

さ
ら
に
（
放
送

用
原
稿 

結
論 

ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
） 

こ
れ
を 

そ
の
答
え 

前
半
は
後
半
は 

（
編

集
、
実
現 

観
測
結
果
） 

さ
つ
え
い 

映
像 

工
夫 

こ
う
し
た 

そ
し
て 

（
取
材
結
果
） 

で
は 

ま
た 

～
た
の

で
す 
マ
グ
マ 

有
珠

山 

改
め
て 

あ
ら
か

じ
め 

こ
こ
ま
で
の
、
ま
た
、
そ

れ
で 

こ
の
よ
う
な 

必
ず
し
も 

～
の
で
す 

危
機
感 

想
定 

住
民
感
情 

（
防
災
担
当
者
、
観
光
業

者 

噴
火
） 

さ
っ
そ
く 

ま
ず
（
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

取
材 

 

そ
し
て 

～
ま
し
た 

（
報
道
、
ス
タ
ッ
フ 

デ
ス
ク 

支
局
） 

そ
れ
ら 

こ
こ
で
は 

～
み
ま
し
ょ
う 

（
ニ
ュ
ー
ス
番
組
、
特

集
、
過
程
） 

言
語
事
項 

（
難
語
句
） 

ま
と
め 

放
送 

原
稿
書
き 

編
集 

撮
影 

企

画

会

議

② 取

材

し

て

分

か

っ

た

こ
と 

取
材 

企

画

会

議

① 話
題
選
び 

 

話
題
提
示 

構
成 


